
          「社会生活とクリスチャン」
解　答
Ⅰ．社会生活の前提
１ (1) ① 聖書のことば
　　　 ② イエス・キリストを主と告白する信仰
　 (2) ｃ.
２ (1) 人間関係、社会的習慣（習俗）
　 (2) 解答者は自分の直面している現実を書けばよい
３ (1)　地　の　塩　、 世　の　光 　　つ　か　わ　さ　れ　て
　 (2) 答者の自由　
　 (3) ｃ.
　 (4) １.積極性　２.円満性　３.徹底性　４.倫理性　５.向上性
４ (1) 神の栄光をあらわすため
　 (2) １.体（生命）２.時間　３.能力  ４.財（金銭、富）
５ (1) １.みことば　２.聖霊の満たし　 ３.神の愛　
　 (2) 解答者の自由　
Ⅱ．社会生活の実際
１ (1) ａ.  (2) 解答者の自由　
２ (1)　基　本 　　 リ　ズ　ム　　　神　　　主　　　余　暇
　 (2) 解答者の自由　
３ (1) ｄ.  (2)自由　 (3)自由
４ (1) ａ. 神　　神
　　　 ｂ. 上　に　立　つ　権　威　　神　　権　威　　権　威
　　　 ｃ. 人　間　　　神
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　 (2) 法律を守ること　　納税の義務を果たす
　 (3) ａ. どんな場合でも無条件で国家に服従しなければ……。
　　　　　 アンダーライン部分を国家が神のみこころに従っている限り
　　　　　 と訂正。
　　　 ｂ. 国家の動向を気にしないで、クリスチャンは伝道……。
　　　 　　アンダーライン部分を国家の動向を見張り、神の秩序をおか              す越権行為には、良心に従って戦い、などと訂正。
　　 　ｃ. 社会的責任と伝道とは両立しない、天皇制にまつわる………
　　 　　　伝道ができなくなる　　　Ａ
　　　　　　　　　Ｂ
　　　　　　Ａ　表裏一体である　に訂正。
　　　　　　Ｂ　この国における伝道を着実に展開できる　と訂正。
   (4)（シャデラク、メシャク、アベデネゴ・ダニエル　などでもよい）
５ (1) ｃ.
   (2) 適切であれば自由でよい（参考人物以下）
　　　 　アブラハム（創２４：１）
　　　　 モーセ　　（申３４：７）
　　　　 カレブ　　（ヨシュア１４：１１）
　　　　 ダニエル　（ダニ６：２３、１２：１３）
　　　　 シメオン　（ルカ２：２５）　アンナ（ルカ２：３６～３８）
　　　　 使徒ヨハネ（黙１：９、１０）
Ⅲ.今後の課題
　　（解答者の自由）　積極的に社会とかかわる姿勢、基本に忠実、聖霊の　　　満たし等の内容があればよい。
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